
























Ⅳ.まとめ 

血栓症発症の背景因子として血管壁,血液性状およびレオロジーの立場から検討された。 

その結果,次のようにまとめることができる。 

(1)ATⅢ輸注によって血管壁から遊離されてくる TAT は血管壁での抗血栓能の良否を示す

指標となる。 

(2)凝固線溶系のマーカーからみると,妊娠中毒症や OHSS では血栓好発状態にあるといえ

る。 

(3)血液レオロジーの立場からみても,妊娠分娩,卵巣癌,PID などでは血栓好発状態といえ

る。 


